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遅かった。コア内に存在するジピコリン酸 (D P A) ，カルシウム，マグネシウムは，発芽のかなり早


























ジチオスレイトーノレ (SDS-DTT) , pH 10.0 で処理することにより SDS-DTT-MAE- 05 芽胞を調製
した。乙の芽胞は，電子顕微鏡観察により，エキソスポリウムおよび芽胞殻を欠損していることが明ら
かになった。そ乙で，乙の芽胞より，酸処理芽胞 (H-spore) およびカルシウム処理芽胞 (Ca- spore) 
を調製し，その発芽能を調べたところ，野生型芽胞と同様，その発芽能に変化が認められたD したがっ
て，カルシウムが結合することにより発芽能を左右しうる物質の存在部位は，エキソスポリウムおよび
芽胞殻ではないことが明らかになった。さらに，“Caを用いたトレーサ一実験により，この物質は芽胞
内膜に存在する可能性が高いという結果を得た。
つ臼??つゐ
論文の審査結果の要旨
細菌芽胞の発芽開始機構の一端を明らかにすべく，クゃルコースおよび塩化カドミウムを用いた単純な
発芽実験を行ない，グノレコース発芽においてコノレテックスのプロトプラスト+コルテックスに対する体
積比において減少が認められ，これが耐熱性の消失と密接に関係がある乙とを明らかにした。また，塩
化カドミウムによる発芽ではコノレテックスが分解されていないにもかかわらず前記の比が減少すること
を認め，これがカドミウムおよびコア内カチオンとコノレテックスの相互作用によるものと判定した。こ
れらの事実を含め，芽胞内膜中にカチオンの有無により発芽能を左右する物質が存在する可能性を示唆
した。これらの研究成果は，発芽開始機構におけるコ jレテックスの変化がイオンによる作用であり，乙
れが発芽開始機構のひきがね的役割を果すことを示すものであり，芽胞研究に新しい重要な知見を加
えたものと高く評価でき，薬学博士を授与するに値するものと判定した。
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